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１．はじめに

平成20年に法律上許可されていない材料を使用

した生コンクリート製品が出荷・施工され、一部

の建築物のコンクリート部材に不具合が発生する

事態も起きた。

このような中で、国土技術政策総合研究所、建

築研究所、広島大学、及び関東５都県の生コンク

リート工業組合（以下、工組）は、ICタグによる

生コンクリートトレーサビリティシステム技術の

実現可能性・課題を見極めた上で、プロトタイプ

を開発する共同研究を開始した。その一環として、

コンクリートの製造者と施工者間での正確な情報

伝達を目的に、UHF帯及びHF帯ICタグを用いる基礎

アプリケーションを試験的に開発した。

２．想定するトレーサビリティシステム

現行の市販ICタグ等の水準を考慮して、トレー

サビリティシステム案を図１のように設計した。

これは、①データベース（DB）にデータを記録し、

ICタグと紐付けるID方式を採用すること、②記録

情報は生コンクリートの配合計画、計量値及び各

種試験結果としたこと、③生コンクリートへのIC

タグ投入は荷卸し時にすることに、主な特徴があ

る。このシステム案に沿って、ICタグの読出・書

込をする基礎アプリケーションを開発した。

３．基礎アプリケーションの概要

基礎アプリケーションを構成する機器は、写真

１のように、①ICタグ、②リーダ/ライタ、③サー

バ（DB）、④無線ルータ、及び⑤PCである。

 DB内に記録されたデータレコードはICタグを通

じてリーダ/ライタまたはPC上の画面に表示され

る。なお、無線通信環境外での機能を考慮してIC

タグのユーザ領域には、各種試験結果等の情報を

直接書き込めるようにした。コンクリート工場を

フィールドにしたデモ実験にて、基礎アプリケー

ションが問題なく動作することを確認した。

４．今後の予定

ICタグによるコンクリートトレーサビリティシ

ステムの速やかな構築に向けて、今後も必要な技

術等を検討する予定である。
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写真１ 基礎アプリケーションの構成機器
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１．はじめに 

建築基準法集団規定による建築規制（接道義務、

道路斜線制限、建ぺい率制限等）が厳しく作用す

る密集市街地の街区内部（アンコ）の防災性能や

住環境の改善を図るには、特定行政庁の許可・認

定により一般の建築規制を性能的に同等な基準に

置き換えたローカルルールに従って区域内の各敷

地において個別に建て替えを進める「協調的建て

替え特例手法」の活用が有効と考えられる１）。同

手法は国の密集市街地整備政策が位置づけられて

いる住生活基本計画(全国計画)においても密集市

街地整備促進の基本施策として明記されている２）。 

そこで、ローカルルールの策定に当たり密集市

街地で確保すべき「必要最低限の街区レベルの性

能」の水準を検討するため、密集市街地で実現さ

れている街区性能水準の実測調査と居住者意識調

査を行った。本稿ではその結果の一部を紹介する。 

２．調査結果 

①日照３）…冬季における居間主開口部の日照時間

と日当たりの満足度(1)の関係（図１）を見ると、

「満足＋ほぼ満足」は約6.5時間、「どちらでもな

い」を加えると約3.5時間で50％を超える。 

②採光３）…冬季昼間曇天時における居間主開口部

の鉛直面照度と明るさの満足度(1)の関係(図２）を

見ると、「満足＋ほぼ満足」は約2000Lx、「どち

らでもない」を加えると約1500Lxで50％を超える。

1500Lxは、室内で開口部を通じた自然採光のみで

ごく短時間の軽度の視作業が可能な水準である４）。 

③通風…夏季における居間開口部付近の平均風速

と風通しの満足度(1)の関係（図３）を見ると、「満

足＋ほぼ満足」は昼間・夜間とも全サンプルで40％

に満たず、「どちらでもない」を加えると、昼間

で約0.3m/s、夜間で約0.4m/sで50％を超える。 

３．今後の課題 

今後は、本調査結果を踏まえ、密集市街地にお

いて確保すべき街区性能水準案の検討を行うとと

もに、並行して「密集市街地の街区性能簡易評価

システム」の開発を進めていく予定である５）。 
 

【補注】 

(1) 満足度については、①満足、②ほぼ満足、③どちらでも
ない、④やや不満、⑤不満、の５段階評価で居住者に回

答していただいた。 
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図１ 冬季における居間主開口部の 

日照時間と日当たりの満足度の関係 
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図２ 冬季昼間曇天時における居間主開口部の 

鉛直面照度と明るさの満足度の関係 
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図３ 夏季における居間主開口部付近の 

平均風速と風通しの満足度の関係 
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